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    PDFBox オプションの無効化

    
    
    デフォルトでは、PDFBox オプションが有効になっています。画像とテキストを含むハイブリッド PDF ドキュメントでトレーニングする場合は、このオプションを無効にします。

        
            PDFBox オプションは、完全にデジタル化されたドキュメントで最適に機能します。画像とテキストを含むハイブリッド ドキュメントを使用する場合、ドキュメント分類の精度を向上させるために PDFBox オプションを無効にすることをお勧めします。

            IQ Bot の PDFBox オプションを有効または無効にするには、次の 2 つの方法があります。	ラーニングインスタンスの作成中に UI で直接行う [新しいラーニングインスタンスを作成] ページで、[詳細設定] > [光学式文字認識] に移動し、[PDF ドキュメントに画像はありません] チェックボックスを選択/選択解除します。注: この機能は IQ Bot Version 11.3.5 以降で使用用できます。

	Setting.txt ファイルでは、次のように記述されています。

注: PDFBox オプションは、デフォルトで有効になっています。


        
        手順

	
                C:\Program Files (x86)\Automation Anywhere IQ Bot\Configurations に移動します。
            
	
                Setting.txt ファイルを開き、PDFBoxOCREnabled=true を PDFBoxOCREnabled=false に変更します
                この変更を適用した後、新しいラーニングインスタンスに対する PDFBox によるアップロード済みドキュメントの処理がオフになり、既存のラーニングインスタンスに適用されなくなります。IQ Bot は選択した OCR エンジンを PDF ドキュメントにも使用します。注: PDFBox が無効化されている場合は、PDF ドキュメントが 60 ページ未満であることを確認します。


            
	
                Setting.txt ファイルを更新した後は、IQ Bot サービスの stoppedanduninstalled および installedandstartedstart を実行する必要はありません。
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このトピックは役に立ちましたか?高評価を付ける低評価を付ける






Go be great.
オートメーション・エニウェアでは、アイデア、思考、注力により自分が勤務している企業をさらに発展させる人をサポートします。オートメーション・エニウェアは、世界で最も高度なデジタル ワークフォース プラットフォームを提供し、ビジネス プロセスを自動化して人を解放することで、より人間らしい仕事に集中できるようにします。
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